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大阪外国語大学論集第28号（2003年）

西暦9・10世紀のアラビア語地理文献について
　　　　　　　一人文地理を中心に一（2）

竹　田 新

On　Arabic　Geographical　Works
in　the　gth　and　10th　Centuries（2）

TAKEDA　Shin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　西暦10世紀に入ると，“人文”地理学1｝の分野においては，一方ではIbn　al－Faqfh

（290AH1903年以後没）のK．　al－Buldc2n掴々』，　al－Mastadt（3451956翁斐1）のK．　Mund　adh－

dhahab　wa－ma“adin　al－1’awhar『黄金の牧場と宝石の鉱山』やK．　at－Tanbfh　wa・’1－tShrdf窪提言と

再考選，Aba　Zayd　as－S宝r餓（3041916年以後没）のAfehbdr　as－Sin　wa－’1－Hind『中国・インド情

報』補遺，Ibn　Fadlan（310！922年以後没）のa1－Bulghar（ヴォルガ＝ブルガール）旅行記，

Ab食Dulaf（3421953年以後没）のウイグル（或いはトルキスタンとインド）旅行記，　Buzurg

b．Shahriyar（3431954年以後没）のK．叱4グず∫∂必研腕認インドの諸奇事毒，　Ibn　Sulaym　al－Uswani

（3651975年以後没）のK．、Alehba”r　an－1Vdiba　wa－’1－Maqurra　wa－tAlwa　wa－’IBuia　wa一擁一Nfl『ヌビ

アとマクッラとアルワとベジャとナイルとの情轍といった「国々の奇事の学」に属する

作鹸が世界各地の多彩な記述を提供する。その他，作者未詳のtaja’　ib（奇事）書（通称，

K　Mukhtasar　al－tojdi’　ib『諸奇事の要約璽）もこの世紀の作晶かも知れない。

　そして，もう一方ではal－BalkhS（3221934年没）のK翫2〃σ7必α¢伽涯諸少i唾の姿』，　Qudama

（337！948年没）のκαム1伽吻灘s勿6冨（或いはsα磁’）必舷動α『租税と書記術』，al－lstakhr1

（3501961年頃没）の1（捌吻36娩ωα一勾ηα〃z6嫌『諸道と諸副，　Ibn　Hawqal（3801990年頃

没）のKS痂窃必α7認大地の姿』，　a1－Muhallabi（3801990年没）のK　al－Masdlik　wa－’1－mamdilile，

al－Muqaddasi（380！990年以後没）の1（、4’23㈱必如g6s魏ガ〃zαソ卿’必⑳δ伽『諸州の知識に

関する最良の区分』といったイスラーム圏の地誌記述を中心とした「諸道と諸国の学」に

属する書が著され，この地誌的地理学は黄金期を迎える。

　また，「諸道と諸国の学」だけでなく「国々の奇事の学」にも属する書としてIb難Rustih

（3101922年以後没）のK　al－Avaq　an－nafsα瞳重品』，　a1Jay始煎（3131925年以後没）のK．

al－M｛zs61ill　wa－’1－mamdilife，　Mutahhar　al－Maqdisf（3551966年以後没）のK　al－Bad’　wa－　’t－ta　’rifeh

il創始と歴史』などがある。その他，　al－Hamdani（3341945年没）のK．　S加〃駕麹’必頴励

ilアラビア半島の特鰯，　Ahrnad　ar－Razr（3441955年没）のa1－Andalus（イベリア半島）誌

（歴史書の一部か），tUmar　al－Kind？（3571968年以後没）のK．　Fadd’il　Mi’sr窪エジプトの長
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所選といった一地方誌や，Ishaq　b．　al－Husay鼠3411952年以後没）の1（、妬伽必〃z勿伽β4ん伽

必初α面伽必規α鈎磁搬ガ（或いはbi－）kuU　maledn　ll各地の麿名な町々の叙述に関する珊瑚の

丘』という世雰地名辞典も現れる。更には「国々の奇事の学」と後述する「経度と緯度の

学」の両要素を含むIbn　al－Qass（3351946年没）の1（D磁物＠伽『キブラ（礼拝の方向）

案内選も登場する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　Ibn　al－Faqihの名で知られるAb食Bakr　A㎞ad　b．　Muhalnmad　bJshaq　b．　ibrahimは，　aUlba1

（メディア）のHamadhan出身（彼はal－Harnadhaniと呼ばれる）のイラン系adrb（文人）

で，ハディース（聖伝承）にも精通していたようである。彼は2901903年頃，5巻に及ぶ

地理書掴々』を著したらしい2）が，現在知られているものは，Ab負’1－HasaガAl盆bJa〈far

ash－Shayzariの手になる要約（41311022年）と，後半部分に当たる，一般にMashhad（Meshed＞

写本と言われる3＞筆者不明の要約（7113世紀）である。

　まず，ashShayza聲の要約では，大地の創造，海洋とその大地環囲，海洋とその奇事，｛as－

S2n（中国）の地とal－Hind（インド）の地との相違｝；Makka（メッカ），　at－T含’if，　al－Madfna

（メディナ），｛Tih含ma（アラビア半島西部海岸地域）とal－Hijaz（単島西部）との相違｝，

al－Yamama（半島中部），　al－Bahrayn（半島東部），　al－Yaman（イエメン）；真藤爆から鍛1戯

へ巫山戯から真面目への変化；故郷からの遠離への賛美；Misr（エジプト）とan－Nil（ナ

イル）；alMaghrib（北西アフリカだが，ここではal－Anda｝usも含む）；ash－Sh2m（シリア），

Bayt　aLMaqdis（エルサレム），　Dimashq（ダマスクス）等；al－Jazlra（上メソポタミア）；ar－

Ritm（東ローマ）；｛建造物の賛美と非難｝；a1－tlraq，　al－KOfa，｛al－Khawarnaq｝，al－Basra；

Faris，　Kirman，　al－Jabal←al－Jibal），　Qirm2sin（ケルマンシャー），　Hamadhan，榊が各地

に特有とした品物｝，Nihawand，　lsbah2n，　Q㎜，　ar－Rayy（レイ）とDunb2wand（ダマー

ヴァンド），QawfnとZanjanとAbhar，　Adharbayjan（アゼルバイジャン），　Armfniya（ア

ルメニア），Tabaristan，　Khur2san；という内容になっている4）。

　次に，Mas臨ad写本に拠る後半部分は，　al－KGfa，　al－Basra，　Wasit，｛an－Nabat（下メソポ

タミアのナバト人）｝，平安の都Baghdad，　Surra　man　ra’a（サーマッラー），　as－Sawad（下メ

ソポタミア）とその特質ほか，al－Ahwaz（フーゼスターン），　Faris，　Kirm蝕，　a1－Jabal（霧

alJiba1），　Qirmfsfn，国々の建造物とその特色や奇事，　Hamadhan，｛神が各地に特有とした

品物｝，　NihawandとIsbahanとQu㎜，　ar－Rayyとad・Damawand，　QazwlnとAbharとZa蜘，

Tabaristan，　Khur2san，　at－Turkという項巨の記述を含んでいる5）。

　この書は前世紀のa1－J含hizのKa9－Buldan『国々還（2481862年）と岡様，或いはal－jahiz

の書を模倣したと欝った方がよいかも知れぬが6＞，各地のkhasa’is（特異な事柄）・　’aja’ib

（不思議な事柄・奇事）を中心に展開する地理書であり，読者を楽しませることに意を注い

でいる。それゆえ，詩や寸話が随所に散りばめられており，adab（教養人文学）としての

記事が上記（真面目と巫山戯，故郷からの遠離，建造物の評価）のほかにも幾つか（ash－Sh2m

住畏とa1－Basra住民による葡萄と棄椰子の優劣をめぐる論争，　al－Kafa住罠とa1－Basra住民

の自慢争い，著作者の義務と良書の長所，郷土愛など）挿入されている。後述するa1一
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Muqaddasiはこうしたadab的要素の導入を地理書としては不適切な逸脱だと批判する7）

が，地理書をadabの中に取り込んだことは評価すべきである。その他，目に付く特徴とし

てal－Jahizの掴々濃と同様，宗教上の中心アラビアが政治・文化上の中心al－「lraqより重

視されている（ただし，託述はal－｛lraqの方がアラビア半島より詳しい）ことが挙げられ

る。Ibn　a1－Faq2hの『国々遍はその後，　al－Mas｛adl・al－Muqaddasfの各前掲書，｛aLBakri

（48711094年没）のK．al－Masdlth　wa－’1－mamdilik　il諸道と諸国』｝，Yaqat（62611229年没）の

κ瀬め碗泌伽崩η掴々の辞典簸，Sibt　b．　al－jawzi（654／1256年没）の1（Mガ耐鶴駕規伽ガ

彪協肋必め伽『名士たちの歴史に関する時代の鏡』，Ibn　al－tAdfm（66011262年没）のK．

Bughyat　attalab　fi　ta　’n”kh　Halab『アレッポ史研究の望ましいもの』，　al－Qazwfnf（68211283年

没）のK．　Athdir　al－bilad　wa・akhbdr　al“ibad響諸国の古跡と信者の情報雲（以下，『諸國の古跡垂

と略記）とK膨読∂必〃z盈配勿灘醐習勿短乃必〃臨勿痴諭『被造物の諸奇事と存在物の諸珍

事』，Abfi　’1－Fida’（73211331年没）のK．乃σ漉窺泌伽‘4伽『国々の調査表』，　ibn　ad－Dawadarf

（74111340年没）のK．　Kanz　ad－duraPt　wav’dimi“　al－ghurar『真珠の宝庫と精粋の集成離などに

利用・引用される。

　al－Mas’Gdiすなわち預言者ムハンマドの教友更Abd　Al1含h　b．　Mas“adの子孫たるAbG’1－Hasan

zAli　b．　al－Husayn　b．　tAl？　b．　’Abd　AllahはBaghdadに生まれ，若い頃（3031915年以前）から

旅に出て，KhurasanからMisrまでの言わばイスラーム圏の中心部をはじめ，　as－Sind（イ

ンダスjll流域），　al－Lar（西デカン海崖），　az－Zanj（東アフリカ海岸と周辺地域）のQanbala

（Pe茎nba島？）といった辺境・異境をも訪れ（インド洋とカスピ海は船行），晩年はal－Fustat

（古カイロ）に住んだ百科全書家的ad宝bで，シーア派的信仰を持っていたと言われてい

る8）。彼は地歴書だけでも7種を著したようである9）が，現在に伝わるのは3361947年脱稿

の横金の牧場と宝石の鉱輔と，3451956年脱稿の『提言と再考』と言ってよい。

　横金の牧場と宝石の鉱山』は，30篇に及ぶと書われる1G）E3i著　K．　Aiehbar　az－2amdin　wa－

灘照蹴α撫’1－hidthan　min　al一襯am　al一禰⑳αωα！1一めal　a乏一khatiya　wα一’1－mαmalik　ad－（癬勉γα

購代と，時の中に消え去った過去の民やいにしえの世代や消えた国々との情報雲（通称K．

Akhbar　az－zamdn購代の情報』）の要約と考えられ，宇宙創造時からアッバース朝第23代

カリフal－Mutitの治世（334～631946～74年）までを対象とした132章からなる。そのう

ち第7章がal－Hindの諸事情，第8章が大地と海洋と天体など，第9章が河川，第10章が

Habasha海（インド洋），第i1章が潮汐，第12章がR倉m海（地中海），第13章がBuntus

の海・Maytusの海・al－Qustantiniyaの湾（黒海とマルマラ海），第14章がal－Bab　wa－’1－abw会b・

al－Khazar　’　Jurjanの海（カスピ海）と諸海の順序など，第15章がas・Sfnの諸事情など，第

16章が諸海（実際はインド洋東部）やal－Andalusなど，　a9　17章がal－Qabkh（カフカス）

の山とa1－Khazarやar－R負sなど，第31章がMisrとan－Nilなどの諸事情，第32章がal－

Iskandariya（アレクサンドリア）の諸事情，第33章がas－Sadan（サハラ以南）とaz－Zanj

ほか，34章がas－Saq含liba（スラブ），35章がa1－lfranla（フランク）とal－Jalaliqa（ガリシ

ァ），36章がan，Nawkubard（ロムバルド），第40章が諸国の特質，第62章が東酉南北ほか

や諸國の距離，第63～第68章は諸民族の聖館を扱い，部分的には，第29章くal・QustaRtfnTya
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（コンスタンティノープル）諸王〉中のal－Qustant2n2yaをはじめ，多くの章に地理的記述が

見られるll｝。

　この作晶では地理が言わば歴史の序文のように扱われており，彼の地理と歴史とを分け

ない，或いは地理を歴史の一部と考える姿勢が窺われる。以後の歴史書にしばしば見られ

る，序論の一部として地理に奮及する，或いは本論自体に地理を挿入するスタイルの先駆

的作晶である。そして，アッバース朝帝国内の道路・地方誌には殆ど触れず，al－Hindや

as－Sinほか（イスラーム前のアラブも含む）の人々と宗教をはじめとする，異境の珍しい

情報に重きを置いており，後述する「諸道と諸国の学」の代表Balkhi学派の作品とは際立っ

た対照を見せる，「国々の奇事の学」の典型的な作品と言えよう’2＞。以後，横金の牧場と

宝石の鉱蝿の地理部分は異境のほかMisrなどの記述も含めて，　al－Bakrlの前掲書，　az－Zuhrl

（549！1154年没）の1（αZ弛帥7励α馳珊，al－ldrisf（5601猛65年没）のK蘭491磁α伽zピ4sゐ≠⑳

ガ伽畝勾必碗g『諸国踏破を熱望する者の楽しみ遇，著考不詳のK．α協励s伽β毎6乃認

ams6r『諸都市の奇事の熟考』（58711191年著），　Yaqat・Sibt　b．　a1－Jawzf　’　ibn　al－’Adfmの各

前掲書，al－QaewTniの儲国の古跡』，　R）n　S議d（67311274年没）の1（α1勲g伽功2ガ肋¢伽

tzs－sab“a　S　7気候帯に関する地理』，1bn　Shadd飼（68411285年噺斐）の1く払4吻磁1磁磁β融伽

umara’　ash－Sha’m　wa－’1－Jacfra『シリアとジャズィーラの君主たちに関する極めて貴重な記

述』，ibn　al－Muj2wir（69011291年頃没）のK．　Stfat　biidd　al－　Yaman　wa－1臨んんσ醐一わゴ6認珊ぬ

『イエメンの地とメッカと，ヒジャーズの一部との特質蓋，al－Watwat（71811318年没）の

1（漁施妨αZ勲γ翻覗伽動〃σ鷹わαパ思考の喜悦と考慮の方灘，ad－Dimashqf（72711327年

没）のκ1鞄娩δ碗磁礁加ガ毎6励α酌α77ωα芋惚ん7『陸と海との諸奇事に関する時代の精

髄護，anNuway五（73211332年没）の1（1W物α’必σ励ガル磁鴛α勉4⑳『人文学諸分野にお

ける必要の限度』，Ibn　ad－Dawadartの前掲書，　fbn　Khaldan（80811406年没）のκ認伽γ…

険例の書』，alQalqashandf（821！1418年没）のK．翫醗α曜s肋ガs漉厩αム勿s梅’il作文術

における夜盲の輔，al－Maqr2zf（84511442年没）のK必漁ω読g醐一撹励δプガdhikr　al－khitat

wa－’1－athar噺地と1蕎跡との陳述における警告と考離，1翻al－Wardf（86111457年没）のK

κ肋廊α’αム毎読δωα吻痴血’必g勉飢読薩諸奇事の生真珠と諸珍事の貴真珠選，｛ibn　ash－Shihna

（89011485年没）のHalab（アレッポ）史｝，al－Himyarf（90011494年没）のK研Rα磁諭窺遊劉

βん1励αγ認ασ伽掴々の情報に関する香しい庭剛，Ib簸lyas（93011523年頃没）のK．　Badti’i“

鶴銘漉7ガωσの？磁磁櫨γ『時代の出来事に関する薪奇な花々」，al－ManGfi（93111524年没）

のK．必肋d必鯛α4錫ガ読肋伽αη一1呪偽君α掘ぎ幸福なナイルの情報に関する長期の洪水選な

どに利屠・引用される。

　また，al－Mas“adiの全地歴書の総括・補遺と考えられる醍言と再考嚢は，全体が83章

からなり，地理に関しては第5章が大地とその形状，第6章が7iqlfm，第7章が7iql2m

の7星分配，第8章が第4iqlim，第9章が海洋とその数，第10章がHabasha海，第11章

がRim海，第12章がKhazar海，第13章がBuntusの海（黒海），第14章が周海を扱い，

その他にも，前後の第2章が天体，第3章が季飢第4章が風，第i5章が過去の7民族を

扱う13）。
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　横金の牧場と宝石の鉱山』（以下，横金の牧場』と略記）に比べると，より学術書に近

い記述内容を持っており，地理関係では諸国別の情報が省かれ，代わりに7iqlSm，特に第

4iqllmの記述に力が入れられている。なお，　al－Mastttdrのlq｝tmはギリシア起源の「“気候

帯”」よりもペルシアのkeshvarつまり円状の「剛の意の方が強い14）。また，　Ptolemaeus

（168年頃没）の地理書・天文書のほかにMarinus（130年頃没）の地理書（いずれも翻訳？）

もあったこと，アッバース朝第7代カリフa1－Ma’m蝕の治世（198～218！813～33年）に

StWat　al－Ma’man「マァムーン図」と呼ばれる世界地図が作製されたことが醍言と再考遍

には記されている。この書はその後，al－BaknA・az－Zuhrf・al－Maqrfzfの各前掲書に利用され

るが，その他の書への影響はよく分からない。

Ab負Zayd　asS轍，すなわちFEirisのSfraf出身のM曲㎜ad　b．　Yac2d（或いはal－Hasan）は，

当地の支配者Mazyadの甥と考えられ，東方への旅人・船乗りと交わり，3031915－16年には，

移り住んでいたa1－Basraで上述のal－Mastadfとも会っている；5）豪商のようである。そして

その頃，彼は従来の『申国・インド清報』（2371851年）に自分が集めた薪情報を追記して，

この書の補遺にしたと考えられる。

　この補遣は大凡，as－Sin，　az・zabaj（スマトラとジャワで，シュリーヴィジャヤ），再度

as－SrRと購香，　ai－HindとSarandfb（スリランカ），　az－Zanjと龍誕香，真珠の話からなり，

これら各地の風習や事情を述べる16）。

　著者は情報提供春の報告の中で確信を持てるものだけを記そうとしており，単なる

’aja’ibを越えて，正確さを追求した書と言えよう。Bansha（黄巣）の乱，　ibn　Wahabの

Khumdan（長安）訪問，　MaharajaのQum含r（クメール）遠征，　KhanfU（広州）の窪宮の不

法に対する1〈hur2san商人の反抗の記事など，この補遺は中国およびインド洋諸国の民俗・

商業・政治・自然に関する貴重な情報を提供し，al－｝viasCadSの横金の牧場』のほか，通

称儲奇事の要約』，al－1（lrisiの前掲書，　al－Qazw補の儲国の古跡』などに利用・引用され

る。

　Ibn　Fadlan，すなわちAhmad　b．　Fadlan　b．　ai－tAbbas　b．　Rashid　b．　Hamrn2dは，309～101921

～ 22年にアッバース朝のカリフal・Muqtadir（第18代，在位295～3201908～32年）が

al－Bulgharの王の許に派遣した使節の一員であり，Baghdadに帰還後，その旅行のrlsala『報

fS』を著した。

　この報告書は序言，al－’Ajam（ペルシア）【平安の都Baghd飼からBukha鍛・Khuwarazm

（ホラズム）・a玉和rlan宝ya（グルガンジュ）まで】とaLA£rak（トルコ系諸部族）【al－Ghuzziya

（オグズ）・al－Bajanak（ペチェネグ）・al－Bashghird（バシュコルト）Las－Saq含liba（実はヴォ

ルガxブルガール），arRas盆ya（ルース），　al－Khazarからなり，これら各民族の生活・風習

や自然環境を描く1ア）。

　ブルガールEE　Almishによる国家統一の過程や，オグズ・ブルガール・ルースの各死者埋

葬法の描写の他，Jayhan（アム川）の凍結，オグズとイスラーム教徒との商業協定，バシュ

コルトの12神他の信仰（アニミズム），ブルガールのオーロラと白夜，ルースの商業神像

の崇拝など，西暦10世紀の北方諸民族の社会・文化・自然の諸様相を伝える確かな記録で
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ある。そして，この旅行記はal－lstakhr2の前掲書，｛al－Mas’6diの横金の牧場塞｝，IbR

Hawqal・Y含⑳tの各前掲書，　al・Qazw2n1の儲国の古蹴，王b簸alWard宝の前掲書などにも利

用・引用され，イスラーム教徒が有する北方の地理的知識の一つの源泉となった。

　Aba　Dulafの名で知られるMistar　b．　al－Muhalhil　al－1〈hazraj2はal－HilazのYanbutに生まれ，

330！941年頃KhurasanのBukharaのサーマーン朝君主Nasr　b．　Ahmad（第4代，在位301

～ 311914～43年）の宮廷に身を寄せていた詩人であるが，331！943年頃，偶々この地を訪

れたas－Sfn（実は西ウイグル）のEE　Qalin　b．　ash－Shakh“rrの使節に同行して，その王都まで

赴き，Sijistan（スィースターン）に戻るまでの道中を記録に残したと伝えられる。そして，

このウイグル（或いはトルキスタン・インド）旅行記は，Kく海捌ろα飴磁伽『国々の諸奇

事」と呼ばれていたのかも知れない18）。

　Mashhad（Meshed）写本と，　YaqGtの前掲書やal－Qazwtnrの謬諸国の古跡遇の引照によれ

ば，往路のal－Atrak【Baja（ヤグマー？），　Bajanak，∫iki1（チギル），　Bagh晦（ブグラー

チ？），Tubbat（ティベット），　Kim蝕（キメク），　al－Ghuzz，　at－Tughuzghuz（実はウイグル），

Khirkhiz（キルギス），　al－Kharluk（カルルク），　Khutlukh？，al－Khity2n（キタイ），　Bahf，

al－Qulayb？など】の地と終着地の王都Sa撮abi1（質州？），及び復路のal－HiRd【Kala（マ

レー半島のケダ？），Saymtr（チョール），　Qashmir，　Ma磁＆ra伽？，Kalam（キーロン），

Multanなど】の様子を記したものらしい19）。

　この旅行認は実際の部分と想像の部分とが混ざり合い，彼の旅行（殊に帰路）に疑問が

持たれているが，中央アジアのトルコ系諸部族の食物・宗教ほかの生活・風習の記事など，

かなり細かな情報を提供する。そしてトルキスタンの記事は，仮に彼葭身の情報でなかっ

た場合でも，当時イスラーム教徒がこの地域の広範囲にわたってかなりの知識を有してい

たことを少なくとも立証する。なお，この書の後世への影響はYaqGtとa1－Qazw2nfの書以

外には，al－B2kitwt（81611413年以後没）のK7々漉檎必6’雇7磁一切δ乃θみ7照1魏泌gα〃漉7『古

跡と強王の奇事との精髄』，Ibn　Iyasのκ燃勿必伽4〆グ妙読δ必⑳伽掴々の奇事に関

する花々の香り』などが挙げられる。

　また，Ab食Dulafにはイラン旅行記もあり，　Mashhad写本によると，340～411952～53

年頃，〈alJlbalの＞ash－Shizから，北方のBakgya（バクー）やTififs，　AdharbayjanとArminiya

を巡り，その後，南下して〈al－Jibalの＞Shahraz蟹や〈al－“lraq＞のKhaniqanを訪れ，今度

は東進し，〈a1Jibalの＞Qirmfsfn（Qirmasin）や，　Ramadhan，　Nihawand，　ar－Rayy，　Dunb2wand

とTabaristan，〈Qamisの＞Bisthm，　Jurjan（グルガーン）などを経て，　KhurasanのTasに

至り，そこから引き帰してNaysabCtr（ニーシャープール），　lsfah2n，　al－Ahw2zのSaq　al－

AhwazやDawraqなどを巡ったようであり，これら各地の鉱物，遺跡，伝説，水資源，特

産物ほかを記している2°）。

　この方は前者のトルキスタン・インド旅行記よりは信頼が置けると考えられ，やはり上

記のYaqGtとal－Qazwiniの両前掲書に利用・引用されている。

　Buzurg　b．　ShahriyarはKhitzist2nのRamhurmuz出身のイラン系nakhudha　（船主）であ

り，インド洋で活躍する船乗りたちからFarisのSfr2fやal亀aqのal－Basraほかにおいて聞
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いた奇談を集めて，3421953年以降，2巻本と考えられる財ンドの諸奇事』を著した。そ

の後，3671977－78年以降に手を加えたようである2i）。

初稿本に基づくva鍛der　Lith版はi36話を収めており，その内容はal－Hind・Sarand2b・al－

Waqwaq（ここではマダガスカル島？）・az－Zanj・as－Sin・az－Zabajなど，つまりインド洋・

シナ海の沿岸と島々の珍しい動物や，これら各地の奇習，そして船乗りたちの冒険の記述

である22＞。

　前述の『申国・インド情報』補遺よりは真実性において劣るが，a1－waqwaq住民の

Qanbaluh（　・’　Qanbala）襲撃とS億ala（モザンビーク南部）の一部占拠や，奴隷にされた

az－Zanj王のイスラームへの改宗と故国への帰還，　Qashrnlr　EEのイスラームへの密かな改宗

の話などユニークな記事を含む。また，女護が島や巨大なrukhkh鳥，奇妙な猿の話などは

il千夜一夜物語』のスィンドバードの航海談とも一脈通じ，或いはその原型をなすものでは

ないかとも霧われている23）。そして最近，この財ンドの諸奇事』はその改訂本がa1－tUmar2

（74911349年没）のK．　Mas61th　al－absdr　fi〃mamdilile　al－amsar　g大都市を持つ諸王国についての

洞察の道鰯に収録されていることが明らかになった24＞が，その他の後世の書物への影響

は不明である251。

　Ibn　Sulaym　al－Uswani，すなわちas－S誤d（上エジプト）のUswan（アスワン）出身のAba

Muharnrnad　’Abd　Allah　b．　Ahmadは，3621973年以前にファーティマ朝の将軍Jawhar　as－

Siqilli（3811991年没）によりan－Naba（ヌビア）のキリスト教王国に派遣されたd餌（宣

教員）・使節である。王をイスラームに改宗させることは出来なかったが，an－Naba南部に

まで足を踏み入れ，al－Qahira（カイロ）に帰還後，カリフal－tAziz（ファーティマ朝第5代，

在位365～861975～96年）のために，窪ヌビアとマクッラとアルワとベジャとナイルとの

情報選（或いはκ、4肋飯7αη一ム励α響ヌビア情報過）を著したと伝えられる26＞。

　現存しないこの書は，al－Maqriziとa王Man餓の各前掲書の引用に従えば，　an－Nilに沿って

an－Ngba各地を描厚したものであり，北からMarfs【北端al－Qasr，首都Bakhuras，上Maqs・

Saq1飼ha両地方，南端Basta】，　Maqurra【Baqan地方など，首都DuRqula】，’Alwa【北端

al－Abwab，首都SOba】とan－Nll支流【東流（アトバラ川），白いan－Nil，緑のan－Nil（青ナ

イル），氾濫など】を記述し，al－Buja（ベジャ）にも言及している27》。

　彼の優れたフィールド・ワークの産物であり，ヌビアの，少なくとも西麿10世紀のそれ

に関する貴重な資料（ヌビアの3キリスト教国の存在など）を提供し，アラビア語文献で

はこれ以上に詳しく正確なヌビアとナイル上流の記述は知られていない。この書はal－

Maqr菰・a圭Manaf量の各前掲書のほか，　IbR　Iy含sの掴々の奇事に関する花々の香り遷など

にも利用・引用される28）。

　また，al－Ma面diの作品との関連性があるtaja’ib書，通称儲奇事の要約』は，世界全体

（アラブを中心とする人類史）を扱う第1部とMisrだけ（エジプト列王史）を扱う第2部

とからなり，地理関係では，第1部中に，大地とそこにある物事，周海とそこにある諸奇

事【Tinnfs（エジプトの）の情報，緑の海（ここでは外海）にある島々，　Sfdan　it（不明）

ほか，東とas－Sfnとの海（シナ海）の島々，　Harkandの海（ベンガル湾）の島々やas－S宝n
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の地，℃m含nやal－Yamanの海（アラビア海）にある島々，西の地の島々】，更には，〈NGh

（ノア）の息子H盆m（ハム）の子供たちの記述の中で〉，黒人のGh2naやan－Nabaやaz－Zanj

ほかの国々，｛al－Hindやas－Sind，　al－Barbar（ベルベル）など｝，〈Nilhの息子Yafith（ヤペ

テ）の子供たちの記述の中で〉，Y2jGl（ゴグ）とMaj6」（マゴグ），　as－Saqaliba，　al－Yananiyitn

（ギリシア人），as－Sin，　al－Ankubarda←an－Nawkubard），　a1－lfranj，　al－ARdalus，　al－Burjan

（ドナウ＝ブルガール人），at－Turk，　ar－Ram，　al－Furs（ペルシア人）とKhurasanに関する記

述などが含まれ，第2部の中にも，Misrの諸奇事が含まれている29）。

　この書は，88211477年の写本ではal－Mas（adf著のKitdib、Akhbar　az－zamGn　wa－man　abdda－hu

’1－hidthan　wa－taj　a　’ib　al－bulda”n　wa－　’1－ghdimir　bi－　7－ma　’　wa－Tπ耀伽ガ時代と，時の中に消え去った

者との情報，そして，国々と水中（海）と建造物（陸）との奇事誰，95311546年の写本で

はKitdb　Mukhtasur　al－tOjdi　’ib　wa－’1－gharti　’ib『諸奇事と諸珍事との要編と呼ばれており，後

者の著者は従来，茎brahim　b．　Was2f　Skahとされてきた3°〉。ところが最近，この書はal－Mascgdf

が自著K　〈、4肋施7αg男α辮伽必鋭κ3α窺規2酷＞aL－Awsat狸中間の書露から抜き出した作贔で

あり，この第2部はfbrahim　b．　Waslf　Shahではなく，Ibn　Wasff　as－S含bi’（360！971年頃没）

によるエジプト関係の書をa1－Mas“tidiが引用したのだとする見解が出てきた31》。なお，書

名に関しては，この書の少なくとも第1部は掴々の諸奇事嚢とも呼ばれていたらしい32）。

いずれにしろ，この書の第1部中に見られる，緑の海にある島々，東とas－S2nとの海の

島々，Harkandの海の島々に関する記述は，スィンドバード航海談の記述と類似する箇所

が多く，前述の財ンドの諸奇事離以上に『千夜一夜物講とのつながりを感じさせる33｝。

この作品は以後，al－Bakriの瀦道と諸副のほか，盛Maq翻の前掲書などにも引用・利

用されたのではなかろうか3％

　その他，al－AndalusのTurhisha（トルトサ）のユダヤ教徒商人（おそらく奴隷商＞Abraha鶏

ben　Ya’q6bすなわちlbrah2m　b．　Ya’qab　al－lsra’flf　at－Turhishiが，後ウマイヤ朝カリフaL

Hakam　H　al－Mustan曲（第9代，在位350～661961～76年）のために？　著したヨーロッ

パ旅行の記録もあったらしい35）。

　｛al－℃dhri（47811085年重斐）のKIW2伽必吻勿伽β俳窺α5薦々zθσ芋規α勉磁々『諸道と諸国

に関する一連の真珊｝とal－Bakrlの前掲書やa1－Qazw殖の『諸国の古跡』に拠ると，この

商人は上述のカリフの使節団の一員として？，大西洋に沿って，Burd翻（Burdai，ボル

ドー），Ru（ih㎞（Ruもamaghus，ルーアン）を逓り，Intriht（ユトレヒト）など北海沿岸に至

り，そこからは内陸部へ向かい，Mughanja（Mayanssa，マインツ），　Abalda（フルダ）など

に立ち寄り，3541965年Madht　Burgh（マグデブルグ）でHgtUh（オットー）大帝に拝謁し

たようである。そこで大帝から申央ヨーロッパの情報を聞き，Ifragha（プラハ），　Karakwa

（クラクフ），Asht（Auzburk，アウグスブルク）ほかを巡った後，　Siqillfya（シチリァ島）の

Ban2　wa－Ari”sha（Trabanish，トラパニ）　などを経て戻ってきたようである。そして，彼はこ

の時代のフランス王国と神聖ローマ帝国やポーランドほかのスラブ人諸国の実情を記した

とされる36＞。

　とりわけ，al－Bakr2が引用する西暦10世紀のいわゆるスラブ人の4王国に関する言己述は
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貴重なものと言われる37＞が，このユダヤ教徒商人の記録なるものはal－’Udhrfとal－Bakr？とaL

Qazw撤の各前掲書のほか，　ibn　Sa“2d・AbG　’1－Fida’・ad－1）imashq？・al－Bal〈倉wi　・　al－Himyariの

各前掲書などにも引用・利用されている。

　更には，al－Mas“tidfの『提言と再考』や至bn　an－Nadim（3851995年没）のK　al－Fihrist臨

録遍が言及する9bn　Abi　tAwn　al－KatibすなわちAba　lshaq　ibrahtm（或いはMuhammad）b．

Ahmad　b．　an－Najm（322！934年没）のK．　an－Nawakf　wa－’1－afaq儲地方と諸剛或いはK　an一

働磁痂ガ碑伽7α泌κ漉η『國々の情報申の諸地方選も，国々の情報と陸海の多くの奇事を

扱ったものらしい38）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　al－BalkhiすなわちKhurasanのBalkh近郊に生まれたAba　Zayd　A㎞1ad　b．　Sahlは，若い頃

にal－’lraqに遊学して既述（前稿皿）の大学者　al－Kindi（260！874年頃没）の弟子となり，長

じて哲学や寒教諸学の大家として活躍し，サーマーン朝の書記官も務めた人物で，3091921

年頃，地理書il諸州の姿』（溺名K．　Ashfe61　al－aqaifm『諸州の姿』，κ澄s肋認必う滋4『国の

魏，KTaqwtm　al－buldan翻々の調査表』）を著したと伝えられる39）。

　この書は現在は不明であるが，al－Muqaddasfの雷及に従えば，イスラーム帝国を20の

iq12m（ここでは，州の意）に分け，各iql↑mを地騒で表し，その地図に説明を付けた書の

ようである4°｝。そこでこのa1－Balkhiの書は，イスラーム世界だけを扱い，かつ明確な州区

分を行ない，地図を配置するこの世紀の特徴的な地誌の原形とみなされ，この形態の地誌

は，一般に彼の名をとってBalkh宝学派の地誌とも呼ばれる弓D。そして，彼の地理書はal－

Istak厘・｛lb益Hawqal｝・al－Muqaddasi（以上，全てBalkhi学派）の各前掲書は勿論，　yaqat・

Ibn　al－’Adtm　’　Ibn　Shaddad・ad－Dimashqi・an－Nuwayri・al－Maqrlzf　’正bn　alWard宝・Ibn　ash－

Shihnaの各前掲書などに利用・引用される。

なお，aBalkhl曙がAb食　Jacfar　al－Kh含ziR（Aba　Ja捻Muha㎜ad　b．　al－Hasan　al－Khur2s2ni，

3501961年以後没，サービア教徒の天文学者・数学者）の諸地図の説明に過ぎないと言う

説もある42＞。

　QudamaすなわちAbG’1－Faraj　Qud2ma　b．　Jacfarは，　al－tlraqのal－Basraのキリスト教徒（ア

ルメニア人？）の家に生まれ，早くからアッバース朝の官吏（彼はal－Katib（書記官）と呼

ばれる）となり，カリフal－Muktaff（n9　17代，在位289～951902～08年）の要講でイス

ラーム教徒に改宗して中央官庁の高い地位（税務庁長官？）に就いた人物で，優れたadfb

でもある。彼は3161928年頃，主著としてll租税と書記制という8部からなる行政百科

を書き上げた43）が，現在に伝わるのは第2巻たる後半の4部だけである。

　地理に関しては，第5部第且章が駅逓庁，東方〈と西方〉への駅逓路・街道【平安の都

（Baghdad）からMakka　’　al－Yamanへの道と各地からのMakkaへの道，平安の都からal－

Ahwaz・F2ris・lsbahan　’　Kirm2n・Sijistanへの道，平安の都から他の東方：Hamadhan　’

Marw（メルヴ）・Samarqa磁・Farghana（フェルガナ）などへの道，平安の都からAdharbayjan・

Arminiyaへの道，平安の都から西方：ar－Raqqa・Dimashq・al－Fustat・al－QayrawaRなどへ
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の道，平安の都から〈東南へ＞Istakhr　’〈東北へ＞Mushl〈itya・〈北へ＞Bardha’aほか・〈西

へ＞Jubb　ar－Ramlまでの駅逓路】，第6部第1章が大地の形態・体積・面積・位置・居住地，

第6部第2章が大地の居住地域の区分【sam（セム）とHamとY含fithに3区分，　a1－Fursに

よる4区分，ar－R（irn人によるArdfa（ヨーロッパ）・　LGbiya（リビヤ）・大Asiya（アジア）

への3区分，“気候帯”による7区分】，第3章が居住地域の海洋の位置と海洋の距離と海

洋の島々【大東海（インド洋），ar－RgmとMisrの海（地中海），　Buntus（sic．　Quntas）の

海，Jurjanの海（カスピ海）】，第4章が居住地域にある山岳【第1気候帯の前（南）～第

7気候帯にある山岳の数および有名な山の名菌と大きさ】，第5章が居住地域にある河川・

泉・湿地【第1気候帯の前（南）～第7気候帯の後ろ（北）にあるそれらの数や有名な河

川】，第6章がイスラーム帝国とその諸地方・税収高【asSawadの行政区分と税収高など，

東方：a玉一Ahwaz・〈al－Jibal＞以東と，西方：〈a1Ja旗a＞以西・Adharbayjanと，南方：〈al－

CArabの島（アラビア半島）〉との行政区分と税収高，再び諸地方の税収高L第7章がイ

スラーム帝国諸辺境とその周辺の民と山岳【ar－Ramとの辺境，　ar－Ramの軍鯛，　at－Turlcな

ど東北辺境，南・西辺境】を記述する44＞。

　これら地理部分は前世紀のIbn　Khurdadhbihの儲遵と諸副（2721885年頃）と岡様，

行政の3大テーマすなわち道程・租税高・辺境事情の記述（4方溺，al－｛1鍛q申心）が主と

なっており，職業柄か，各地の租税高の記述はibn　Khurdadhbihの書のそれよりも詳しい。

そして『租税と書記禰は，aLMasく憾の横金の牧場諺，　Ibn　Hawqal・a1Muqaddas宝・｛al－

Muhallabf｝・al－1（irisi・Y2qtit　’　Sibt　b．　al－Jawz2　’　al－Watwat・a（1－Dimash（1？・an層uwayr1・Ib捻a（1－

Daw飼飯・al－Maqr？z2の各前掲書などに利用・引用される。

　al－lstakhr2，すなわちFarisのlstakhr騰身とされるAb澄shaq　lbrah抽b。　Muha磁田ad　a至一

Faristは，イラン系の人物で，少なくともal－tArabの地（アラビア半島）・al－tlraq以東，　M含

wara’an－nahr（トランスオクシアナ）までのイスラーム圏を巡り歩き，34◎！951年頃『諸道

と諸副（別名K．　Masdlife　al－ma？nalik『諸国の諸道還）を著しだ％

　この書は序章，aF撒abの地，　Farisの海（ペルシア湾），al－Maghrib（al－Andalusを包含），

Misr，　ash－Sha’m，　ar－Ramの海，　al－Jazira，　aFh7aq，　Khgzistan，　Faris，　Kirman，　as－Sind，　Arm2niya

とar－RanとAdharbayjan，　al－Jibal，　ad－1）aylam，　al－Khazarの海，　Khur2sanの沙漠（カヴィー

ル・ルート両沙漠），Sijistan，　Khurasan，　Ma　war2’　an－nahr（Khuwarazmを包含）の21章から

なり，各章に地図が付いており，内容は序章が世界の海洋と主な土地の紹介で，al－tArabの

地の章以下は，それぞれの境域，主な地方や都布，旅程などの記述となっており，故郷の

F会risだけは，更に風土・住民・財源といった項冒の説明もある46｝。　al－lstakhriの書は上述

のal－Balkhfの書を骨格に，自らの旅行で集めた資料によって肉付けした作品と考えられる

が，かなり体系的な地誌となっている。そして地図は，al－Balkh2に拠っているのだろう47｝

が，経緯度に基づくものではなく，直線や円の多い半ば幾何的な図（一種の道案内図）と

なっている。これはサーサーン朝ペルシアの影響を受けたものと言われ“s｝，後述のIbn

Hawqal・al－Muqaddastの各地図共々，既述（前稿皿）のal－Khuwarazmi（2361850年頃没）

以来のPtolemaeus系統の経緯度を用いる地図と，イスラーム地躍学を霧わば2分する。ま

182



大阪外国語大学論集第28号（2003年）

た，「州・地方」iqlimによる居住地域の区分は，　Ptolemaeus系統の「“気候帯”j　iqlfmによ

るそれより，ペルシアのkeshvarの影響を受けたとは言え，分かりやすいものであり，以

後，「諸道と諸国の学」ではこのiqlrmの方が多く用いられる（なお，「経度と緯度の学」は

専ら「“気候帯”」iqllmを使う）49）。　al－lstakhriの『諸道と諸国』はその後，特にペルシア語

世界で評判を博する5°〉が，Ibn　Hawqalとal－Muqaddas2の薗掲書は勿論，　al－BakrS・YaqGt・

Ibn　al－【Adfmの各前掲書，　al－QazwSn2の両前掲書，　Aba　’1－Fida’の前掲書などに利用・引用さ

れる。

　王b無Hawqalの名で知られるAba’LQasim　Muhammad　b．　cAlfは，　al－JazfraのNasibin出身

（彼はan－Nasibfと呼ばれる）ではないかと考えられるSDが，若い頃から地理学に関心を持

ち，3311943年にBaghdadを旅立って以来，商売をしながら，東はMa　wara’an－nahrから西

はal－Maghrib・al－Andalus・Siqillfyaまでイスラーム圏のほぼ全域を巡り歩いた人物である。

ファーティマ朝のMisr訪問後，イスマーイール派のd前になったとも書われる52）が，諸

国遍歴の途中，上述のal－lstakhriに会い，その書の誤謬を直すよう頼まれたらしい53＞。その

結果，Ibn　Hawqalは3561967年以前に彼の『諸道と諸国』を脱稿し，　Halabのハムダーン

朝の慰主Sayf　a（1－Dawla（在位333～561945～67年）に献じたと雷われる54）。その後，別

人に献じるためか，3671977年頃と378！988年頃の2度にわたり手を加えて，最終的には『大

地の姿』という題名の作品を完成させたと考えられる。

　Ibn　Hawqalの響大地の姿量は，序章（＋大地の姿），　al－“Arabの地，　F2risの海，　al－Maghrib

（＋aLAndalus＋Siqillfya），　Misr，　ashSha’m，　ar－Ramの海，　al－Jazfra，　a｝－tlraq，　Khazistan，

Faris，　Kirman，　as－Sind，　ArminiyaとAdharbayl蝕とar－Ran，　al－Jibal，　ad－DaylamとTabaristan，

aLKhazarの海，　Khuras2nとF激isとの沙漠，　Sijlstan，　Khuras2n，　Ma　wara’　an－nahr，結章か

らなり，結章を除く各章は地図が配され，序章は世界全体を紹介し，al－’Arabの地の章以下

は，それぞれの境域と地図の説明に始まり，主な地方や都市，旅程，収税などを記述す

る5％

　この書は一見すると，al－lstakhriの書の記述をほぼ踏襲している印象が否めない。しか

し，al－Maghrib・a至一ARdalus　’Siqilliyaの記述は殆どが独自なものであり，Misr，　al－“lraq，

Ma　waya’an－nahrなどに関しても，窃らの旅行と観察に基づいた記述は単なる修正を越え

たものがあり，特に経済関係の記事にそれが多く見られる。また，地躍もより詳しくなっ

ている。そして，al－istakhriがアラビア語に多少の難があったこともあり，アラビア語世界

では玉bn　Hawqalの書の方がより評判を博し5e｝，　al－Muhallabf・｛al－Muqaddasf｝・al－Bakri・al－

Idrisi・YaqOt・Sibt　b．　al－Jawzf・Ib塁S盛d・Ibn　al－tAdfmの各前掲書，　al－Qazwfniのil諸国の

古跡選，Ibn　Shadd蝕・al－Watwat・a4Dimashqi・Aba’｝－Fida’・an－Nuwayri・Ibn　a（｝Daw記含ri・

al－’Umarf・Ibn　Khaldanの各前掲書，1煽Duqm細（81011407年1斐1）のK．α〃励s4〃蜘廊磁

｛iqd　al－amsar『諸都市の中心への左概，　al・Qalqashandf　’　al－Maqrizf　’　il）R　ash－Shihnaの各前

掲書，Ibn　Majid（906／1500年頃没）のK．　al－Fawa　’id　fi　usdil　tilm　al－bα　hi’　wa－　’1－qawd’id蹴海学

の原理と基礎に関する有益な事柄遺などに利用・引用される。

　al－Muhallabfの名で知られるAbG　’1・Husayn　al－Hasan　b．　AlmadはMlsrの人（彼はal－MisrS
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と呼ばれる）と言われ，既述のファーティマ朝カリフal－’Azizの時代，特に地理学の分野

で活躍した人物で，詩人でもあったらしい。3751985年？，このカリフに捧げる大作『諸

道と諸国』（K．　al－kAzfaf『アズィーズの謝とも呼ばれる）を書き上げたと伝えられる。

　未発見に近いこの書は，yaqatとAba　’1－Fida’とal－Qalqashandtの各前掲書の引用に従え

ば，街道や都市の記述に重きを置いた書であるが，扱う範囲はaVArabの島をはじめ，東

はMa　wara’an－nahrから西はal・Andalusに至るまでの全イスラーム圏だけでなく，as－

Sitdan，　al－Qustant2n2ya　・　Ramiya（u一マ）・Jalaliqaほかの北方，　al－Hind，東海（インド洋）

の島々といったイスラーム圏周辺諸地域にも及んでいる57）。

　いわゆるBalkhi学派の書とは異なるようだ（尤も，　al－Yatqgbtの『国々濃（2761889年頃）

と比べれば，この学派の書により近い）が，yaqat・Aba　’1－Fida’・al－Qalqashand2の各繭掲

書のほか，Aba　Ja’farJamal　ad・DfR　al－ldnAsi（64911251年没〉のκ肋磁7協伽必砂伽zβ㍑㏄毎

tan　asrdir　al－ahrdim『ピラミッドの秘密を発見するための最上星の光茎，　Ib無a1一疋Adimの前掲

書，al－Qazwintの儲国の古跡』，　Ibn　Shaddad・Ibn　ash－Shihnaの各前掲書にも利用・引用

されている5s）。

　また，al－Muhallabfは著名な天文学者Ib鍛Y｛血us（399！1009瑠斐）と共に，カリフal－tAzfz

のために世界地図を作成したとも言われる59＞が，こちらの方はよく分からない。

　al－Muqaddasi或いはal－Maqdisi，すなわちal－Bayt　al－muqaddas或いはBay宅aLmaqdis（共

にエルサレムのこと）出身のAbポAbd　Allah　M曲am搬ad　b．　A㎞｝ad　b．　Aba　Bakr　aLBashsh含r宝

は，3561967年にMakka巡礼を行なって以来，イスラーム圏をMa　wara’an－nahrからal－

Maghribまで，様々な職業に就きながら（ある時期からはイスマーイール派のd飾？）巡

り歩いた人物で，375！985年，地理書『諸州の知識に関する最良の区分選という地理書を

著し，サーマーン朝に献じ，その3年後，それに手を加えたものを今度はファーティマ朝

に献じたらしい6°〉。

　この書は序章，海洋と河想，名葭とその相違，諸州の特色，諸学派と庇護畏，観察した

基本項巨，意見の異なる諸所，法学者のための要約【各県都とその都市副，漫界の7“気

候帯”とキブラの方向，イスラーム帝国，al－tArabの島州，　aHraq州，　Aq｛k←a1－Jazira）

州，ash－Sha’m州，　Misr州，　alMaghrlb（al－Andalusを含む）州，　al－’Arab〈諸州聞〉の荒野

（シリア沙漠），aLMashriq（＝：Ma　war2’　an－nahrとKhur2sanとSijistan）州，　ad－Daylam州，

ar－Rih飯b（＝Adharbayjanとar－R含nとArminiya）州，　alJib滋州，　Khazistan州，　F飢is州，　Kirman

州，as－Sind州，これらaFAIam（非アラブ〉諸州問の沙漠（イラン大沙漠）からなる。　al－

tArabの島州以下は，各州ごとに概要【特徴，土地区分，主要都市の概観など】と諸事情

【風±と特異集団，宗派と法学派とクルアーン読訥の流派，言語，交易，特産，度量衡と通

貨，風習，水，鉱物，霊場，奇事，統治，租税など，最後に道程】が記される61）。そして，

各州の勝徴の後に彩色の地図が付いていたと考えられる62）。

　al－Muqaddasfの書は自らの観察結：果を拠り所とし，足らない部分だけを先人たちの書物

や信頼の置ける人物たちからの情報で補うという“科学”的な記述をE指した作品であり，

内容もBa｝khf学派のそれまでの書よりも多項Eにわたり，より体系立った地誌となってい
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る63）。但し，地園だけは，現存のもので見る限りは，al－lstakhrtの地図とあまり変わってい

ない。以後，儲州の知識に関する最良の区分」を凌駕するイスラーム圏地誌は現れなかっ

たと言い得るが，残念ながら，YaqGtの前掲書とal－Qazwlnlの儲国の古跡』ぐらいしか，

この書を利用・引用したことがはっきりしない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈続〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　前稿の註の残り

55）ソArrdiM，驚励、4s禰’ノ溜1蹄伽α磁ゾ擁’物娩α襯一装漁伽α，　ed．　Muha㎜ad　Salih　Shann盒wf，

　　Beirut：Dar　al－Kutub　al－｛llm2ya，1410／1990；醜彦励ノis初6’ブめ認Tihdma　wa－s”kkdn一ゐut，　ed．虻Abd　as－Salam

　　Muhammad　Har（｝n，　Cairo：Matba｛at　Lajnat　at－Ta’lff　wa－’t－Tarjama，137311956Q　Ibn　al－Kalb2の『腿々の

　　語源悉は，Y2qat［1晩％規，王，p．7］に拠る。　aLAsm償の『アラビア半島（アラブの島）』と『ア

　　ラブの諸水（水場）』とは，ibn　an－Nadim［p．55］に拠る。このガアラビア半島（アラブの島）麟

　　は，後ほど三〇世紀で扱うLughda　al－lsbahani著とされるβ磁4α1－tArab　ilアラブの地幽との関係が

　　取りざたされており，また，『アラブの諸水（水場）翌は窪アラビア半島（アラブの島）』の別名で

　　はないかと言う説もある　〔Hamad　a14as江、醗鷹4認㌔4搬δ，　Riyadh：Dar　al・Yamama，138711968，　p．40］。

　　al－Asma“iにはその他，　Ibn　an－Nadlm［p．55］に撫れば，　as－＆fdt『諸特質邊，　an－Nabdt　wa－’sh－slzajar

　　障木渥といった作贔もあり，これらも地理を扱っているのではなかろうか。なお，上述のal－Harbf

　　の巡礼案内書は，ibn　al－Kalbiやal－Asmatfを利用している［pp．531，537］。　AbポUbaydaの『メッ

　　カと聖域渥と『溶省（溶岩性土地）」は，Ibn　an－Nadim［p．54］に拠る。更に，　Ibn　an・Nadim［p．194］

　　に拠ると，al－｛Ayyashi（Abポn－Nadr　Muhammad　b．　Mas曜ad，9世紀）にも，K．　Mahka　wa－’1－Haram　gメッ

　　カと聖域蓋という作品があったらしい。Aba　Zayd　al－Ansarfの儲水遇は，　Ibn　an－Nadfm［p．55］

　　に，Satdanの緬地と諸水と由岳と海洋ヨは，　Ibn　an－Nadim［p．71］に，　Shamr　b．　Hamdawayhの

　　軸岳とワジ」は，Yaqat〔1だ1z64，　N，　p．263］に，　as－Sukkam“の『水源と町村（或いは荒野＞」は，

　　Ibn　an－Nadlm［p．78］とYa⑪t［1励64，理，　p．63］に，それぞれ拠る。　Ahmad　S6saは，　AbポUbayda

　　以下，as－Sukkariまでのこれらの作品を，アラビア半島に関する著作として挙げている［ash－Sharff

　　al，ldrtsiβ　7ジ㎎1z7⑳δ　al－’Arabiya，　Part　I，　Baghdad：Niq会bat　aLMuhandis宝n　fi’1－Jumh（lr‘iyat

　　a1－？至r2qfya，1974，　pp．100～01，131～33］。その他，　al－Bakm”［1泌4ソα搬7ηδ癖ゴ初π（Das　geograpkische

　　Worterbuch），　ed．　F．　W益stenfeld，1，G6ttingen，1876，　pp．4～5］やYaq溢£1臨ソα規，王，p．7］に

　　拠れば，Ab9　’1－Ash’ath　al－Kindi（“Abd　ar－Rahman　b。更Abd　a1－Malik，9世紀）にも，　Tihamaの山々に

　　関する作品があったらしい。また，書辞学者al－Hajari（Aba　tAli｝Hilran　b．　Zakarfy2’，9世紀〉のK

　　励鞍融・勲41γ［ed．　Hamm食d電Abd　a1－Am宝r　al－Ha㎜adi，2vols．，　Baghdad：Wi蛤rat　ath．

　　Thaqafa　wa－’1－1‘lam，　Dar　ar－Rashid，1980～81］もアラビア半島の水場・山岳・部族・植物などを取

　　り扱っている。

56）K．at－　Taba　ssetrδ∫一”吻6η，　ed．　Hasan　Husnf　tAbd　al－Wahh含b，　Majahat　al，Mafma“　ai“乃mt”θ崩励飴ガ．

　　Dimashq（Revtte　de　1’Academie　arabe　de　L）amαs），X皿，1932，　pp．326～55；Le　Kitab　aLねbassur　bi4．tigara

　　attribu6合Gahiz，　French賦，　Ch．　Pellat，　Gahiziana，1，Arabica，1，1954，　pp．篶3～65。ただし，　Pellat

　　はこの作品をal－Jahiz著の193作品中に数えていない［Gahiziana皿，　p．177］。また，　A．　Mique1は

　　Ma　Sha’　Allah（820年没）のK　al－Astdir　f価欄という先行作品を挙げる［前掲書，1，p．109］。

57）al・Azdl（al－Basri），飽’z212魏・S12伽，　ed．　Williarn　Nassau　Lees，　Calcutta：Baptis宅Mission　Press，1854；

　　al－Azdf，㍑勲彪．碗肋薦ぬ一S版7η，　ed．｛Abd　a1・Muntim　“Abd　Allah’dmir，　Cairo：1糠u’assasat　Sil膿al・tArab，

　　1970Q　Ibn　Zabala，　Akhbar　al－Madfna，至n：RW登stenfeld，0θ∫01励’8　der　Sホ麟1漉伽αnach　Samhudi，

　　G6ttingen，1860。　lbn　A’tham　a1－1〈Qff，　K．α♂一飛4癬ちed．　Mnhammad　’Abd　al－Mu“Td　Khan　et　al．8vols，

　　Hyderabad　Oeccan：Da’lrat　a1－Ma’drif　al－tUthmaniya，　1388～9511968～75。　al－Waqidi，　K．　al－1瞼g1融4　ed．

　　」．Marsden　Jones，3vols，　London：Oxford　University　Press，1966。　al－Azraql，14肋搬γMakka（1）ie

　　Gesclzickte　und　Besckreibung　der　Stadt　Mekka　von　al－Azrcagガ），ed．　E　W蔭ste職feld，　Leipzig：F．A．　Brockhaus，
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　　1858；al－Azraqi，　Akhbdir伽競α，　ed．　Rushdl　as・Salih　Milhis，　Makka：alMatba璽a　a1－Majidiya，

　　1352！1933。1bn璽Abd　aLHakam，　Futtih　Misr　wa・akhbar－ha（丁他砒オoηげ伽Coπ昭8s’げ卿少ち1％励

　　Africa　and　Si）ain），ed．　Charles　C．　Torrey，　New　Haven：Yale　University　Press，1922。　｛cUmar｝b．　Shabba，

　　Ta’nAfeh　al－Madina　al－munawwara，　ed．　Fuha脚Muha㎜ad　Shal胎t，4vols，　ledda：Bakri　Shaykh　Amfn，

　　n．d．；疋Umar　b，　Shabba，　K．、4肋赫γal－Madfna，　ed．　S．　al－Ghan漁m，　PhD　thesis，　Manchester　University，

　　1973。A1－Yatqabi，7h’勲；zは註48を参照。　al－Fakihi，　Ta’rfkh　Maleka（Ausztige　atts　al・Faleihε），　ed．　F．

　　Witstenfeld，　Die　Chroniken　der　Stadt　Mellha，　vol．互，　Leipzig：EA．　Br㏄khaus，1859；al－Fakihi，　K．

　　Afehbdr　Maleka，　ed．　Fawyw含z　’Al2　3unaydlb　ad－Dahhas，2vols．，　PhD　thesis，　the　University　of　Exete鵯1983。

　　al・Baladhun“，1競航必δ翅伽（Liber　expugnationis　regionum），ed．　M．」．　de　Goeje，　Leiden：E．」．　Brill，1866；

　　al－Ba12dhuri，　Futtilt　al－buldaAn，　ed．　tAbd　All蝕An？s　at－Tabba’＆℃mar　An宝s　at－Tabbat，　Bekut：D2r　an－

　　Nashr　li－’1－Jami’iyfn，137711958。　｛fbn　Ab2　Tahir｝　Tay魚蔦Kitdib　Bagk（lad（SecゐusteV　Band　des　Kitdib

　　Bagdad），ed．　Hans　Kel玉er，　Leipzig：QHarrassowitZ，1908；ll）n　Abl　Tahir　Tayf（ir，照菰わβσg海姦6，　ed．

　　Muinammad　2陰hid　b・al”Hasan　al幽Kawtharf，　Cairo：Maktabat　al－K｝】会ng　1，1368／1949σBalishal，フ汝ラ漁メz

　　Wd3it，　ed．　Gur錘s　tAwwad，　Baghdad：Matba【at　al－Matdrif，138711967。

　　Ibn　Qutayba，　t　Uyz2n　al－akhbax　ed．　C．　Brockelmann，4vo玉s。，　Weimar－Strassburg，1898～1908；王bn　Qutayba，

　　Kitdb　t　Uydin　at－akhbdx　4vols．，　Cairo：Dar　al－KutUb　a玉・MisrSya，1343～48／1925～30［reprint．　Cairo：Al－

　　Mu’assasa　al・Misrfya　al．’Amma玉i－’t－Ta’llf　wa・’t－Tarjama　wa－’n・Nashr，1964］。　Ibn　Qutayba，　Kitab　al－

　　Matdnf（llandbuch　der　Geschichte），ed．　F．　Wtistenfeld，　G6ttingen，1850；Ibn　Qutayba，αム1撚δ鷹ed．

　　Muha㎜mad王smatil　tAbd　All含h　as－Sawi，　Cairo：al－Matba’a　al－ls12mfya，135311934［ed．　Tharwat

　　【Ukasha，　Cairo：Matbaζat　Dar　al－1くutub，1960］。　al－Jahiz，　al－NayateEnは註31参照。その他，　Yaq6t

　　〔物％7η，1，pp．695～6，　H，pp．134，539，皿，　p920］が利用するAlmad　b．　Sayyar（Ab9　’1－Ha＄an，

　　b．　Ayy（lb　al・Marwazl，881年没）のMarw史や，茎bn　’Abd　al－Hakamのil　＝ジプト径服史叢の主要な

　　ソースの一つで，al－Bakrlの匿諸道と諸鰯も利用するSatid　b．“Ufayr（840隼没）のal－ARdalus史

　　［A．Ferr歪，　Les　sources　du　Kitab　al・masalik　wa4－mamalik　d’Ab9　’Ubayd　a玉一Bakrf，　IBtS（Tunis）49，1986，

　　pp。193～94］，後述するAimad　ar－R2zfのal－A認alus誌やal－Bakrfの罫諸道と諸副も利縮するeAbd

　　al－Malik　b．　Hab1b　as－Sulami（852年没）の7b’勲屑歴史盟［A．　Ferr6，上掲論文，pp．195～96］なども，

　　地理情報を含んでいる。

58）P）nanNad1m［p．52］に拠れば，この書は5部からなり，第1部は人間の姓格，第2部はテントと

　　家屋，山岳と裂け目，道具，第3部は酪駝，第4部は太陽と月や，ミルクと茸，罫芦や水槽など，

　　第5部は作物，葡萄，草本，風，雲，雨を扱っている。

前稿の訂正箇所

①p．193al－KhuwarizmSの地理書の利用・引用として，王ba　aLFaq1h（903年以後没）のκ泌βz4傭33と

　ad－Dimashqi（1327年没）のκ1胞励α’α4一血加β毎α’ゴ西α紬αア7醐一乃認〃イ陸と海との奇事に関する

　時代の精髄遍とを追加。

②PP．198～991bn　Khurdadhbihの地理書の利用・引用として，　Qudamaの前掲書とlbn　al－Qass（946

　年没）のKZ）露ゼ」必φ伽鐸キブラ案内雌とal－Himyan”（1494隼没）のκ餅1ぞ卿4α伽ガ伽β々勲うαア

　α絃σ蜘幽々の情報に関する香しい庭騨とを追加。

③p．200al－Ya　t　qablの翻々渥の利用・引用から，（de　Goeleは挙げているが）Ibn　Taghrf　Birdf（1469

　年没）のK．　an－Nuijdem　az－zδhira　STi　mulafe　Misr　wa－’g－QaAhiraを削除。

④p．201tArramのK，　Asma’　jib61　Tiha？na　tga－sttkhan－ltd　ifティハーマの山々とその佐民の名灘をK．

　Asmdi’tiibdil　Tih諭ma　wa－jiba．1　Maleha　wa－’1－Madina　gティハーマの由々やメッカとメディナの由々の名前叢

　に変更。

⑤p．201　al－AzraqiのK．　Akhbdir　Makkaの利用にal－Bakriの謬諸道と諸副を追加。

⑥pp．201～02　al－Balきdhur1の1く諏’肋αム伽磁πの利用にQudamaの前掲書を追加。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本稿の註

1）Andr6　Miquel［La　geographiθ　humaine　du　monde　musulman　jusqu’au　milieu　du　11e　siecle，　vol．1，Paris

　＆The　Hague：Mouton，1967］に従う。

2）al－Muqaddasl，　K．、Alrsan　at－taqdsfm　fS　？na’rifat　al－aqdtim（1）’escriptio　imPerii　moslemiαt’），　ed．　M．　；　de　Goeje，

　　BGA．皿，　Leiden（Lugduni－Batavorum）：E．」．　Brill，1877一以下，この書をAhsanと略記一，　p．5。ま

　　た，Ibn　an－Nadim〔型’励必飛加齢’，　ed．　Gustav　Fl“gel，　vol．1，Leipzig，1871一以下，書名を省略し，

　　Ibn　an－Nad宝mとだけ表記一，　p．154］はこの書が約1000葉と書っている。

3＞Mashhad（Meshed）〈Ridawfya図書館〉写本5229一以下，これをMashhad写本と呼ぶ一。なお，

　　このMashhad写本こ重olia　173a］はこの書を、醜’励、4肋施7泌伽嫌ηと記す。

4）Mttfllzta　sar　Kita”b　al・Bulden　（ComPendium　libri　Kita“b　al－Boldan），ed．　M．3．　de　Goeje，　BGA．　V，　Leiden：

　　E．　3．　Brill，　1885，　pp．1－330。　A，　Mique玉［葡掲tW，pp．157－6e］は，このash－Shayzar1のMufelttasarがその

　　内容と構成に関しては原テキストに近く，原テキストの大凡81％を伝えていると書う。

5）Mashhad写本folia　lb－173a［Co砺罐oナ3げGθOgηψ痂cα1防廊の1伽必命g翫，　lbn　FacYan，　Aba　l）㍑勿「必

　　K肱g吻£ed．　Fuat　Sezgin，　Frank艶rセam　Main：InstitUt　f口r　Geschichte　der　Arabisch－lslamischen

　　Wissenschaften，1987一以下，この書を（）eitectionと略記一，　pp．1－347〕。なお，前記のash－Shayzartの

　　漉肋如sα7とこのMashhad写本とを併せたテキストに，κ磁δ必Bκ‘滋π，　ed．　Yasuf　al一正｛2df，　Beirut：

　　　バ　　“Alam　al－Kutub，141611996，　pp．55－649一上記の謎4の部分も含む一がある。

6）後述するal－MuqaddasiのAhsan，［p．4］も，この書はa1嶺hizの1（必盃η2s67に似ていると書う。そ

　　の他，Ibn　an－Nadfm〔p．219］は，この書の主な情報源を後述するal－Jayhaniとする。

7）　Alrsan，　pp．4，2410

8）Charles　Pellat［Mas｛負di　et　1’lmamisme，乙8　S窺傭彬加δ癬’θ，　ed．　R．　Brunschvig＆T．　Fahd，　Paris，1970，

　　p．70］をはじめ，Tarif　Khalidi［lslMniC　HisteriegrapliN　The　HiStories　of　Mas“z2di，　Albany：State

　　University　of　New　York　Press，1975，　p．xvi］やAhmad　Shboul［Al－Mtzs’fidf（G　his防，盟，　Lon（玉on：王thaca

　　Press，1979，　p．16コなどは，　Mas｛Udiが12イマーム派であったと考える。他方，　A．　Miquel［前掲書，

　　pp．205－06］やM．　S．　Khaa［Al－Mascadi　and　the　Geography　of　India，　Zeitsclzrift　derヱ）eutschen

　　MorgenlUndischen　GesedSchaft，131，1981，　p．120〕はイスマーイール派説をとる。

9）『黄金の牧場」とll提言と再考遇のほか，購代の情報雌，　al－Kitab　al－4wsat『中間の書遍，1〈．　Funi2n

　　必窮ゴ伽ゲ2〃α一甥6ブα葱β泓磁漉7αs一εαz確8び群各種の知識と過去の蒔代に起こったこと」，KDhakhdi’i7・

　　α1．’ttlfim　zva．フηδ緬ηαガ5δ1びα（孟4漉癖匿諸学の財宝と過去の時代にあったこと毒，　K　al－／stidkkdr　1・i“・n6

　ノα短ガ36砺必ゴ麟縫去の時代に起こったことの圃灘があったらしい。詳細は拙稿「マスウー

　　ディー著横金の牧腸と宝石の鉱山毒の第三～第六章をめぐって（1）」il大阪外国語大学論集」

　　4，1990，PP．288－90を参照。

10）1撫γのα41z・dlzalzab　tva－mdGdinα厚α躍1zσア（Les　prairies　d’or），revised　ed、　Ch．　Pellat，　Beirut：alJamiTat　al－

　　Lubnaniya（1’Universit6　Libanaise）一以下，この版をMztrzijと略記一，　vol．1，1965，　pp．148，151。

11）Murtij，　vol．1，pp．84－244，　vol．　ll，1966，　pp．44・45，65－152，玉79－89，　360－411。その他，第46章がalJArab・

　　a1－Barbar・al－Akrad（クルド）の遊牧民，第48章～第53章がaFArabの魔霊や占い，第54章～

　　第60章が暦，第61章が太陽と月を扱っている。

12）西謄10世紀のアラビア語地理作晶の申では，横金の牧場垂はインドやスラブ関係を中心に特に

　　研究が多い。代表的と思われるものだけでも，オ1一ルZαε協4∫ル霞物ηo拶Com〃nemozation　VolZtime，　ed．　S．

　　Maqbul　Ahmad＆A．　Rahman，　Aligarh：Aligarh　Muslim　University，1960や，　E－B．　Charmoy，　Relation

　　de醸as？oudy　et　d’autres　auteurs　musulmans　sur　les　anciens　Slaves，　Memoires　de　1’Acad4mie　i？・nψ4riale　des

　　sctle？zces　de　St．一∬葱’8zsみα‘㎎，　V【es6rie，2，1834，　PP．297－408；」．　J．　Modi，　Masヒad鴬account　of　the　Pesdadian

　　Kings，　f∂urnal　of　the　K．　R．　Cama　Orガenta1　institute，27，1933，　PP．6－35；V．　V　Barthold，　Arabskie　Izvestia　o

　　Rusakh，　Sovetskoe　Vostokovedenie，1，1940，　pp．15－50；J．Widajewicz，難asτ餓oWieletach，　Painietnik

　　Sto・tvia？zslei，1，1949，　pp．55－82；T．　Lewicki，　Swiat　slowianski　W　oczach　pisarzy　arabskich　（Le！nonde　slav

　　vu　par　les　6crivains　arabes），　Slaviaん吻z4α，2，1949，　PP．321－88　；　lbid．　Jeszcze　G　Wieletach　w　opisie

　　slowianszczyzny　arabskiego　pisarza　sXw．　al．Mas’adi’ego，　Pamietnife　Slowiansfei，2，1951，　pp．107－20；S．
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　　Maqbul　Ahmad，　Al・Masτ食d宝もContributions　to　Medieval　Arab　Geography，　Islamic　CultUre，27（1953），

　　pp．61－77，28（1954），pp．275－86などが挙げられる。

13）1百励泌7魏励獺一’1－iShrdif　（Kitdib　at－Tanbfh　wa’i－lschrdf），ed．　MJ　de　Goeje，　BGA．鞭，　Leiden：E．　」．

　　Brill，1894一以下，この書をTanbiltと略記一，　pp．7・85［2－401］。

14）拙稿「lq㎞考一YTaqittを基に一」『オリエント」26の2，1983，　pp．78－80，83参照。

i5）　1レ1短7舜ノ，　vo玉．1，　p．172。

i5）（Relations　des　voyαges　faits　Pαr　les　A励θs　et　les　Persans　dans　l’lncie　et　la　Chine　dams　lxes．　de　l’ere

　　‘加観朋のed．　M．　Reinaud，　Paris，1845，　pp．60－148；Sulaym含n　at－Tajir＆Ab倉　Zayd　as－Siraft，　Alehba”r　as－

　　＆n　wa－’1－Uind，　ed．　fbr2him　Kh（iri，　Bek壌：Ddr　al・MawsiIn　li／1－rlam，1991，　pp．59－95。

17）Mashhad写本fol．196b－212b［Cohectio？z，　pp．390420］；R磁履乃ηFadidn，　ed．　Silmf　ad－Dahhan，

　　Damascus，1379！1959［2nd　edi盤on，　Damascus：Mudfr1yat　thya’at－Turath　a1・tArabf，1977，　pp．97－194］；

　　躍肋’乃箆命磁㌶（lbn　Fadldn’s　RetSebericht），ed．　A．　Zeki　Valldi　Togan，　AbhandluHgen蝕↑die　K㎜de　des

　　Morgenlandes一以下，　Abh　KMと略記一，24・3，　Leipzig：Deutsche　Morgenlandische　Gesellschaft，1939，

　　pp．3－45（pp．338－80）。これらほかに基づく邦訳，家島彦一訳注ぎイブン・ファドラーンのヴォル

　　ガ・ブルガール旅行記曇東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所1969がある。

18）al－Qazwini，窺版7泌∂翫4　z〃α・akhbdr　al“ib4d，　Beirut：D含r　S記軌13801圭96◎一以下，この版をAthdirと略

　　言己一，P．970

19）Mashhad写本fol．173a482b［CoUection，　pp．347－62］；Yaq飢，1晩7α窺必伽嫌鴛（facut’s　GeograPhisches

　　WOrterbuch），ed．　Ferdinand　WUstenfeld，　Leipzig，1924一以下，この版をMttヲa7nと略記一，vol．　m，

　　pp．445－58；a1－Qazw願，、4漉畝pp．45－6，81，94，97，104－5，105，106－7，121－2，124，588，606－7。また，　ibn

　　an－Nadim〔pp．346－7］は，　Aba　Dulafが直接語ったとするal－Hindの毒院の記事を載せる。

20）Mashhad写本fol．182b－196b［Codection，　pp．362・90］；αγ一1彌伽認13－77諭z加盈4翻ヱ）z4勿「鵬｛礎猷aS

M勲励湖一1（ha癬（Ab露一D電砺縢監αγ伽t　Mu肱1屈’s伽麟f油αn），ed．　V．　MiRorsky，（）airo：覇z盆at

　　at－Tarbiya　wa－t－ta’12m（Egyptian　M圭nistry　of　Education），1955，　pp．1－31；Vtoraiz　zaPisha／Abgs　Z）ulafa，　ed．

　　RGBulgakov＆A．　B．　Khalidov，　Moscow：Akademil　nauk　SSSR，1960，　p群M7。これらに基づく邦訳，

　　イスラーム地理書・旅行記研究会訳注『アブー・ドゥラフ　イラン旅行講京都大学文学部羽閉

　　記念館1988がある。

21）家島彦一「ブズルク・プン・シャフリヤール財ンド奇談郷に関する萩資料」『アジア・アフリ

　　カ書語文化研究還59，2000，pp．18・19。

22）Kitdb　tAjd’ib　al－ffind（Livre　clθs　Merveiaes　de　17nde），ed．　P．　A．　van　der　Lith，　Leiden：E．手Brill，1883，　pp．1－

　　192；tA／di’ibα1－Uind，　ed．　Yfisuf　ash－Sha煎dnf，　London：Riad　El－Rayyes　Books，1990，　pp．47151。蔚者に基

　　づく邦訳，藤本勝次・福原揺義訳注財ンドの不思謝関西大学出版・広報部1978がある。な

　　お，2巻本と考えられるのは，第77話の最後に似上で第1部が終わり，次にanNiy蝕島の情報
　　が大2部に続く」とあるからだ［ed．　P．　A．　van　der　Lith，　p．125；ed．　YOsuf　ash－Sh2rani，　p澱23。

23）E．Littmann，　Alf　Layla　wa．Layla，　The　Encyclopaedia　of　lslam，　New　edition一以下，　Ef．L’と略記一，　vol．王，

　　Leiden：E．　J．　B擁茎1，　London：Luzac＆Co．，1960，　p．363◎

24）家島彦一，前掲論文，pp．9－27。なお，この西麿10世紀に，　al－’Umariiのこの書に鍵ると，Aba　tlmran

　　Masa　b．　Rabah　a1－Awsfなる者がイフシード朝の実権を握っていたKaf［ir（3571968年没）のために

　　as．Sahilt　min　afehb6r　al，bihar　wa．ta？’d　’ib－ha　wa．ma”　yatatahaqu　bVdhalika賑養海とその奇事の情報および

　　それに関連したことの真正郷を作成したらしい［家島彦一，前掲論文，pp．17－18］。

25）G．S．　R　Freeman　一一　Grenville　［ctSome　Thoughts　on　Buzurg　ibn　Shahriyar　al－Ramherrnuzi：The　Book（ゾ’加

　　Wonders　of　lndia”，　Paideuma，28，1982，　p．64］は，この作品がal－MastGdfや後の者たちに知られてい

　　たと言う。また，G．　R．　Tibbetts£A　Stttdy　of　the・Arabic　Texts　Containing　Material　on　South・Ecust、Asia，

　　Leiden＆London：E．エ翫ll，1979，　p．9］は，この作品が儲奇事の要縄の一つのソースであると

　　雷う。更に彼［上掲書，p．12］は，　al－Qazw？niのK．　tAptib　，i－．αkhlaqatがこの作品を利用している

　　とも言う。

26）al－Maqrfz2のal－Mawa“iz　wa－％励伽β4巌7泌砺勿伽α一魔’鹿7［BOIaq，127011853一以下，この書を
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　　Mawditizと略記一，　vol．正］は，この書をK．．Aflhbar　an－Ndeba　uaa－’t－Maqurra　wα一胤4伽αωの仏β忽α躍の

　　》z・Nilと呼んだり［p．190］，　K．Afehoar　an－Nt2baと呼んだりする［p．65］。　al－Man簾の1くα〃吻4泌

　　甥α磁β読肋δ7αη一1呪αs－5α冤［ed．　Bargさs一以下，この書をFaydと略記一，fournal、Asiatique，3・3，

　　1837，p．119｝はK．／Afehbdir　an一ム励αと呼ぶ。

27）al・酸aqrz貧，ル毎ωゴ亀vo1．1，pp．190－5；al－IVIan（ifi，　Fayct／burnal．Asiatique　3・3鐸837，アラビア語テキス

　　トpp．119－26，1524，3・9，1840，　pp．113－5，127－8；Hamad　Mehammad　1〈heir，　A　Contribution　to　a　TextUal

　　Problem：ibn　Sulaym　al－Aswani’s　Kitab　Ahb含r　alN食ba　wa　l・Maqurra　wa1－Be垂a　wa　l－Nil，　Annales

　　iSlamologiqsces，　InstitUt　franeais　d’arch6010gie　orieRtale　du　Caire，21，1985，アラビア語テキストpp．49－72。

28）そのほか，KM．　Kheir［上掲論文，　p．12］に拠れば，　al－Qadi　MacrCif（西暦16盤紀前半活躍〉のK

　　‘Aj’d’ib　al－ahhbar　’an　Misr　ai－amsdrにも引幣されている。また，1〈heir［k掲論文，　p．14］はlbn　Sulaym

　　がal－Jahizやlbn　CAbd　al－Hakamなどを利用・引用していると言う。

29）（aレMas更敏君働47儂｛α〃珈ωα撒磁δ伽伽αム1廊4緬脳α一鷹伽伽磁7z灘7脚漉ア脚磁’醐一

　　弘《麗辮獅伽），ed．’Abd　Allah　asSaw↑，　Ca妓o：Matbatat　al－Hanaff，135711938［3rd　ed．　Beせut：Dar　al－

　　Andalus，1978，　pp．23－278］（似し，｛｝内は欠けている）；L’4brtig6　des　MerveiUes，　traduit　de　Yarabe

　　d’aprbS　les　manuscripts　de　la　B童bliothさque　Na盤onale　de　Paris　par　le　B．　Carra　de　Vaux，　Paris：Librairie

　　Klincksieck，1898［reprint　by　Andr6　Miquel，　Paris：Sindbad，1984，　pp．37・341］。

30）箭者の写本はParis〈国立図書館〉写本1471，後者はParis〈国立図書館〉写本1472である。　Carra

de嘘’蜘磁磁ε，　pp．XXX－XXXIII，　r晦，1984，　p．32］はこの作品の繍はal－Mas’6df

　　の作とすることも可能だが，第2部は彼のものではなさそうだと書っているが，儲奇事の要纏

　　の第1部と第2部とは本来，甥作品であった可能姓もある。そして，M．　C．　R　Seybold
　　［Orientaiistische　Litteratur－Zbitttng（Lelpzig）5，1898，　pp．146－50］やGabr圭el　Ferrand［Rθ如だo欝鹿voYages

　　et　textes　geograPkiques　arabes，　Persams　et　turi2s，　relatifs　d　1’Extreme－orient　du　vrlle　au　x㎜me　siecles，　vol．

　　1，Paris：Ernes£Leroux，1913，　p．137］をはじめ，　A。　Miqttel［前掲書，　p．xxxv］などは，原著者を

　　Ibrahim　b．　Wasif　Shahと考え，この作品を1000年頃と見なしている。他方，上記（註29）のよう

　　に，cAbd　Allah　as－Sawiはこの作品をal－Mas’Qdi著と考えているが，　T．　Khalidi［前掲書，　p154］は，

　　この作品がal－MastOd？のものか疑問だとする。また，　D．　M．　Dunlop〔Arab　civiiization　to、AD　lsoo，

　　London：Longman，　Beirut：もlbrairie　du　Liba慕，1971，　p．113］は，この作品はIbr含hSm　b．　Wasif　Shah

　　がal・Mas’adiの『聴代の情鰯を利絹して著したものと考えているようだ。なお，　F．　Wgstenfeld［Dt’e

　　Geschiclztscltreiber　der、Araber　und　ihre　Werlee，　G6ttingen，1822，　no．　373a］以来，　lbn　Wasff　Shahは西麿

　　王2～13徴紀にエジプトに生きた人物とされることが多い。困みに，Sayyid　Kasrawi　Hasan　［lbr2hfm

　　ibn　Was2f　Shah，漁ん1z如即ダの諺うα4－4班亀y4，　ed．　Sayyid　Kasrawf　Hasan，　Bekut：Dar　al－KutUb　ai－’玉玉miya，

　　20G1］は，　Ibn　Wお宝f　Shahがal－Mas’9dlの『黄金の牧場麟を利用したMttkhtasar　tajd’ib　ad－dunydi

　　『この機の諸奇事の要編を著したと考える。

31）Ursula　Sezg｛n，　Al－MascGdi，　Ibrahim　b，　WasffSah　und　das　Kitab　al－tA墓a’ib．　Aigypt｛aka　in　arabischen

　　Texten　des　IO．　Jahrhunderts　n．　Chr．，　kitscJzrift．ftir　Geschichte　der　ArabiSch・lslamischen肱sθπεc11φ6η，8，

　　1993，pp．1・70；Ursula　Sezg魚，　Pharao豊ische　Wunderwerke　bei　Ibn　Wasif　asS含bi’und　al－Mast血di．　Einige

　　Reminiszenzen　an　Agyptens　vergangene　Gr6sse　und　a職Melsterwerke　der　alexand漁ischen　Gelehrten　in

　　arabischen　Texten　des　IO．　Jahrhun（圭erts　n．　Ch！7．，2診鉱sclzγ鍍プ「u’r　Gesch．ichte　der　ArabiSch．lsl2miSchen

　　WiSsenscl2aften，9，1994，　pp．229－91。このIbn　Wasff　as－Sabi’なる人物は，　U　Sezg｛n〔上掲書1993，　p．6；

　　上掲書1994，pp．229－30］に従えば，　Harran出身のサービー一一　＃徒で，西暦10世紀に眼科医として

　　Baghd2dで活躍し，自然哲学にも通じていた人物らしい。

32）al－Bakri，κ磁δ泌物36勲”α一7－ma7ntilik，　ed．　A．　P．　van　Leeuwen＆A．　Ferr6，　Tunis：ad－Dar　al－cArabfya　li－

　　’1－Kitab，1992一以下，この版をal－Bakrf　Mas61ifeと略記一，　pp．210－24。

33）拙稿「海のスィンドバード物語とアラビア語地理書との関係について」陣東イスラム文化の諸相

　　と言語研究曇大阪外国語大学1999，pp．　269－70（pp．255－74）。

34）Tibbetts［前掲書，　p．12］はal－Qazw£niのtAja　’ib　al－mafehli2aatがこの作品を利用していると書う。な

　　お，al－Bakrfの1瞼ε6勲は，上記（註32）の著者名無記の『国々の諸奇事麟からとする諸海の奇事

189



西暦9・10世紀のアラビア語地理文献について

　　に関する引用或いは利用のほかに，aLwas笛が轡った或いは述べたとして，　N曲に関する記述

　　〔pp．75，78，79］，そしてMisrの王たちに関する記述［pp．541，547，548，549，551］も載せてお

　　り，Leeuwen＆Ferr6［al－Bakrf　Masdilik，　introduction　pp．19－2e］1ま，このal－Wasifiを難）ra慣m　Wasif

　　Shahであろうと考える。その場合，　ibrdhim　Wasif　Shahはal－Bakn“より前か岡蒔代，すなわち11

　　世紀以前の人物ということになる。第2部のエジプトの伝説的歴史の箇所は，al－Bakriの1瞼s6娩

　　のほかにも，12世紀の著者不詳の『諸都市の奇事の熟考紅a1・Wasifiとして］，　an－Nuwayrfの箭褐

　　書［lbrah宝m　b．　Wお鷲Sh舗の飾励α趣滋乃αム々のかの要約として］，　a糊aqr媛の前掲書£lbrah触

　　b．Wasif　ShahのAhkbar　Misr　wa“　aja　’ib－hdiとして］，ibn　lyasの掴々の奇事に関する花々の香嘱

　　［lbn　W飴if　Shahとして］などに引用・利用されている。

35）ヘブライ語で書かれた罵能性もある。

36）以上，al－Ba㎞，　Masdilik，　pp．330－40，913－5；al－Qawfni，　Athar，　pp．556，575，590，601－2，607，608；al－

℃｛漁，Nセ伽αz伽痴纏’1－masalik　wa／1一耀腰z｛k（TarSt”　al一α励の・ωα一オα寵面腋聯〆1－bt（stan　fi

　　g加γ読わαム蝕娩η磁一筈卿αε6」薦翅卿麗プ諭㌶砂滋1漉），partial　ed．“Abd　alfAziz　a｝－Ahwanf，八塗磁sく研認

　　Andaltes，　Madrid：Ma更had　adの鋤asat　al－lsla頗ya，1965，　p，7。

37）al－BakrfのMasdilife［pp．330－35］は，極西にあるNaqfin（北ドイツのSchwerln－Mecklemb壁g地方1こ

　　佐むObodr人たちの首長　Naccon）の国，　Fragha（プラハ）とBaWyima（ボヘミァ）とKarakwa

　　（クラコウ）とのEE　Buwayaslaw（Boleslas　l世，在位929－67）の国，北の王Mashquh（ポーランド

　　王Mieszko　1世，在位960・92）の国，　al－Bulqar｛in（ブルガリア人たち）の王（おそらくはTsar　Peter，

　　在位927－69）の国について記す。

38）7加励，p．75；lbn　an－Nadlm，　p，147。その他，　al－ldnAsfの前掲書を始め，　Aba　Hamid　al－Gharn2tS

　　（565／1170年没）のK箆1吻必励6伽碑z4励α’畝の読δ鯉性の贈物と驚異の精慰，　a1・’Umarlの

　　前掲書などが載せる，Lishbfina（リスボン）からBahr　az－zulmat（暗黒の海，すなわち大濯洋）に

　　船出して，ギ羊の島」（マディラ島か）や人の佐む島（カナリア諸島の一つか）に至り，最終的に

　　は，Asft“（現モロッコのSa劒にたどり着いたという，　al・Mugharrirdn信険者たち）或いはal・

　　MaghrGran（向こう見ずな者たち）とあざなされる8名の若者の探検旅行の記録も，　Ig職ly
　　Y寝1ianovich　Krachkovskly£Arabsleのya　geog・raficheskaya　1’iterattera，玉zbraRnye　sochineniya，　IV，　MoscGw＆

　　Leningrad：Ak．　nauk　SSSR，1957，　p．135］に従えば，この4110撚紀のものらしい。尤も，Dunlop［前

　　掲書，pp．162・3］は319世紀の可能性もあるとする。更には，　Sayyld　Maqbul　Ahmad［4　HiStory

　　of　Arab－lslamic　Geography　（9th－1　6th　Clantury　A．D．），Amman：Al　al・Bayt　University，141611995，　p．57］

　　は，400／1009年頃にインドの船でアフリカ東岸に沿って航海したKhaw含sh賀hYasuf　a1－Arkiが著し

　　た『航行案内幽Rahmanfを挙げている。

39）MJ　de　Goeje，　Die　Istakhri－Balkhf　Frage，　Zbitschrilf｝　der　1）eutscJien　Morgenlandisclten　O6sθ畿1瞬，25，

　　圭871，p．57；Ilrachkovskiy，前掲書，pp．195－6。また，　Ibn　al－Wardi　IKlzarfdat　al“oj4’ib　z偲廊κ磁認

　　g伽鋤，ed。　Ma㎞負d蹴臨，　Aleppo：Dar　ash－Sharq　a1－「Arabi，141111991，　p．10］はルg諭磁巌4

　　『国の調査表函と呼んでいる。なお，VM漁orsky［Sharaf　al－Z2Z」・ndn　Tahir　MaVu（zat　onα冨評2π，　the　7｝4鴻s

　　and　lndia，　London：the　Royal　Asiatic　Society，1942，　p．90，　no．1］はHarnd　Allah　Mustauff（75011349年

　　没）のNuzhat　al－qut2？b　ge，C｝の歓喜露というペルシア語で書かれた百科全書が利用する＆4醐アo蝕46伽

　　と，al－Bfranf（44011048年没）のK．　al－／amEin’r　fi　matrtfat　alv’atvdhir『宝石の知識に関する集成還［ed．

　　F．　Krenkow，　Hyderabad：D含’irat　aLMa堀f　al・cUthmaniya，1936，　pp．2e4，216，　246］が書及するAskk61　aE－

　　aqalimとを，「al－BalkhTの？」としている。その他，　fbn　al－’Adfmの前掲書［M．　Canard，　Quelques

　　observatiens　sur　1’introduction　g60graphique　de王a　Bughyat　at’－T’alab　de　Kamal　Ad－Din　ibn　Al－’Adim

　　d’Alep，、Annales　de　J》醜’κ≠磁∫編θ30rie”tales（Alger）15，1957，　p．43］やIbn　ash・Shihnaの前掲書

　　〔7そz’飢漉んHaiab，　ed．　Keiko　Ohta，　T（）kyo：Institute　for　the　Study　of　Languages　and　CultUres　of　Asia　and

　　Afirica，1990，　p．163］はおそらくこの作品を1〈itab　Si2rat　al－ardと呼んでいる。

40）　AIrsan，　P．4。

41）S．Maqbul　Ahmad，　Djughr謎iya，　EI．2，　vo1．登，Leiden：E．　3．　Brill，　Ik）ndon：Luzac＆Co，1965，　pp．5812；S

　　M．Ziauddin　Alavi，　Arab　GeOgraphyガπthe　Ninth　and　Tenth（lentttries，　Aligarh：Aligarh　Muslim
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　　University，　1965，　pp．37－9。　Krachkovskiy［前掲書，　pp．194－218］は，吉典学派と呼ぶ。

42）Ibn　an－Nadlm［p．138］1ま，　al・Ball〈hfの著作の一つに，「Ab負　jacfar　al－Khazin｝こよる天界と世界の書

　　の諸図の解説」なる書を挙げている。それで，A．　Sprenger［Di“e　Post－und　Reiserouten　des　C）rients，　Abh

　　KM，3・3，1864，　pp．xiii－xiv］やC．　A．　Nallino　［he　Tabetie　geeg・raphiclte　d’al－Battani，　tradotte　ed　annotate

　　da1　C．　A．　Nallin（）．　Cosmos，12，　Torino，1896，　P，46，　note　23は，　al－Ball〈h￥がAb負Ja電far　al－KhaziRの地図に

　　基づいたのではないかと推測し，V．　V．　Barthold（1930）［V．　Minorsky，　ifudt2d　al－tAlam　‘The　Regions

　　げ’舵獅磁’，London：Luzac＆Co．，1937，　p．xv，　18，　note　5］も，al－Balkhfの地理書がAbit　Ja’far　al－Khazin

　　の諸地図の説明書に過ぎないかも知れないと書ったが，Krachkovskiy［前掲書，　p．207］はAba　Ja里far

　　al－Khazin（Muthammad　b。　al－Hasan　al－Khurasani）は350！961年以後に没したと考えられ，　al－Balkhi

　　より遥に年下であり，Sprenger以下の説は成り立たないと言う。いずれにせよ，天文学者al－

　　Khazinも地図（経緯度を用いた地図か否かは不明）を作製したらしい。　Ibn　an・Nadf　n［p．138］1ま

　　更に，aLBalkh宝の著作の一つとして，　K施磁協漁競グ磁s読7α昂加監『メッカが他地点に対して

　　持つ長所灘なる書も挙げている。

43）執筆を前世紀の2661880年とする説もある［Ahmad　SOsa，αs1レS勉拶必駕癖ガ7舞81zγ吻δ必加o∂加，

　　Part王，Baghdad：Niq含bat　al－Muhandls宝R　f宝’IJumh激1yat　al－！lraq宝ya，1974，　pp．98，135；Z．　Alavi，前掲

　　書，　pp．27－8］0

44）al－KJtardl’　wa－sindtat　al－feitdiba，　ed．　Muhammad｝Husayn　az－Zabidf，　Baghdad：Dar　ar－Rash£d，1981，　pp．77－

　　200；Nubadh〃min　Kita“b　al－Kharaj　wa－　sindi’at　al－leitdba（Ex’cerpta　e　Kitab　al－Kltardidij），ed．　MJ　de　Goeje，

　　BGA．　V［，　Leiden：E．／Brill，1889，　pp．184－266。

45）この地理書の執筆を，al－Balkhlの生存中の3201932年頃ではないかとする説£Dunlop，甫掲書，

　　癖64］や，318・211930－3年とする説［A．　Sasa，南掲書，　p．159］もある。この地理書はat－Mas61ik

　　磁一あηα1ηδ娩［ed．　Muhammad海biピAbd　al一璽AI　al－｝1宝ni，　Cairo：Daτa1－Qalam，　138111961一以下，この

　　書をHinT版と略記一〕，或いはKitdb　Mas∂life　al－mamδlih［（Viae　regnorum　descriptio　ditionis

　　7nosle？nicαe），　ed．　M．　J　de　Goeje，　BGA．1，Leiden：E．　S　Brill，1870］のほか，　Kitdb　alAqa”lthn〔（Liber

　　cliMatuM），ed．　J．　H．　Moeller，　Gotha：Libraria　Beckeriana，1839］とか，　Kitdib　al－／4shkdl　［BGA，1，p．348］

　　とも呼ばれている。また，al・lstakhrlはこの書とは別に，　Farisに関するrisalaも著したようだ〔Hini

　　版，p．67］。

46）Hin宝版，　pp．15492。　cf．　BGA．1，pp．2・348。本来の地図は彩色されていたらしい［A．　SOsa，前掲書，

　　P．16G］。

47）J．H．　Kramers，　La　question　Bal旗一璽§‡a碁ri－Ibn　Hawkal　et　l’Atlas　de　l’至slam，　Acta　Orientaiia，　IO，1932，

　　PP．9－300
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